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R E S C U E  J a p a n  P r o j e c tによる全国調査の人口 1 0万人あたりの血栓回収術件数は、

2 0 1 6年では群馬県 7 . 2 7件であり全国平均 6 . 0 6件よりも多かったが、 2 0 1 8年では群馬

県 9 . 8 3件と増加したものの全国平均 9 . 8 2件がそれ以上に増加しており、群馬県はほ

ぼ全国平均並みである。人口 1 0万人あたりの脳神経血管内治療学会専門医数は 2 0 1 6年

では 0 . 9 7人と全国平均の 0 . 9 1人よりも多かったが、 2 0 1 8年では 0 . 9 1人と減少し、全

国平均の 1 . 0 4人よりも少なかった。群馬県では、脳神経外科医が少ないこと、血栓回

収術を行う脳神経内科医がほとんどいないことが課題であり、血栓回収術担当医師を

増やす必要がある。  

群馬県では、群馬脳卒中救急医療ネットワーク（ G u n m a  S t r o k e  E m e r g e n c y  

N e t w o r k： G S E N）が 2 0 0 9年から群馬県内 5 6病院を対象に t - P A静注治療、血栓回収術

の調査をしている。調査項目は急性期脳梗塞患者数、 t - P A静注治療や血栓回収術の実

施件数、 t - P A静注治療や血栓回収術が常時施行可能か、他院からの転送受入患者数、

退院時転帰良好（ m R S  0 - 2）率、脳卒中学会専門医数、脳神経血管内治療学会専門医

数、急性期脳卒中に対する十分な知識と経験を持つ医師数などであり、その結果を行

政、消防、医師会にフィードバックしている。 G S E Nの脳卒中救急研修ワーキンググル

ープでは、 P S L S（病院前脳卒中救護）を 2 0 0 8年 8月から 2 0 1 9年 1 0月まで 9 6回開催し、

のべ参加人数は 2 6 6 0名であり、全国 1位である。 E L V Oスクリーンを救急隊の病院前救

護研修に採用し、 E L V Oスクリーン陽性なら、ストロークバイパスで最寄りの病院より

も血栓回収術施行可能病院へ搬送するようにお願いしている。 2 0 1 8年度、 2 4時間 3 6 5

日血栓回収術施行可能なのは、群馬県内では 1 2病院であった。脳神経血管内治療学会

専門医は南東部に偏在し、渋川、沼田、吾妻、富岡医療圏では不在であるため、 2 0 0 9

年から運行開始しているドクターヘリにも期待される。  


